
教育機関の皆様へ

“社会を明るくする運動”作文コンテスト参加のお願い

本コンテストは、全国の小・中学生の皆さんに、日常生活での体験

を通じて、犯罪や非行のない明るい社会づくりについて考えたことや感じ

たことを作文にすることで、更生保護に対する理解を深めてもらうことを

目的として実施しており、令和８年で34回目を迎えます。

例年、全国から30万点に及ぶ作品が寄せられています。

「更生保護」「犯罪や非行」と聞いて、どこか遠いものに感じるかもしれ

ません。

しかし、後に掲出しております受賞作品をご覧いただくとお分かりいただ

けるとおり、本テーマに向き合っていただいた児童・生徒の皆さんの作文

では、自分の住む地域や家庭に目を向け、人とのつながりや他者を思

いやる心の大切さが語られています。

「犯罪や非行のない明るい社会づくり」は、皆様の身近なところから始

まるものと考えています。

法務省保護局更生保護振興課



本コンテストの実施につきましては、教育機関の皆様の御協力が不可

欠です。一方で、学校としても、本コンテストをどのように扱い、どのように

教育に取り入れればよいか、難しい面があるかと思います。

そうした中、令和７年から、丸善雄松堂株式会社様及び株式会社

丸善ジュンク堂書店様のお力添えにより、特別賞（丸善まなびのつな

がり賞）が新設されました。本賞は、本作文コンテストに参加する学校

のうち、特に積極的な取組を行う学校を表彰し、副賞として図書を寄

贈しています。

本資料では、特別賞受賞校の取組を御紹介いたします。その取組の

視点や工夫を御覧いただき、皆様の学校でも取り入れていただく契機と

なれば幸いです。



様々なツールを御用意しております

● “社会を明るくする運動”作文コンテスト特設ページ

● 小・中学生向けリーフレット

法教育の一環として、保護観察官や保護司
による出前授業も可能です。詳細は、最寄り
の保護観察所にお問い合わせください。

更生ペンギンのホゴちゃん



第75回作文コンテスト特別賞受賞校の取組紹介

校⾧先生が“社会を明るくする運動”について講話を行い、それを踏まえて児童が授
業内に作文を書き上げ、優秀作品を校内掲示するなど、児童の意欲を喚起し、更生
保護について深く考える機会を提供していただいています。

学校教育 ×“社会を明るくする運動”作文コンテスト

●本コンテストに取り組んだきっかけは?
「学校は社会の縮図である」と言われますが、私自身、学校という社会の中で子供たちがお
互いに助け合い、励まし合い、それぞれの良さを認め合う気持ちを醸成することが、実際に子ど
もたちが社会に出たときに大いに役立つ力であると考えます。そこで、本コンテストに全校で取り
組み、学級内での意見交換を通して、互いの考えや思いを共有する時間を設けることで、互
いを認め合い、力を合わせて高め合う良い機会になると考えました。

●実際に取り組んでみて良かったことは?
• 自分の考えや思いを作文に書いたことで、思考力や表現力を高めることができた。
• 全校で取り組んだことで、全教職員の共通理解のもと、犯罪・非行のない地域をつくってい
こうという共通意識をもつことができた。

• 作文に書いたことを学級内で意見交換し、互いの考えや思いを共有する時間を設けたこと
で、子どもたちに様々な考えがあるという認識と互いの考えを認め合う気持ちを醸成すること
ができた。

↓⾧谷部校⾧先生にお話を伺いました。



２５年にわたり、本コンテストに参加いただいています。また、保護司とともに効果的な
地域活動を継続されており、生徒にとって保護司が身近な存在になることで、更生保護
への関心を育んでいただいています。

●本コンテストに取り組んだきっかけは?
本校は、平成１６年から継続して作文コンテストに応募しています。越前町では、保護司
の皆様をはじめ、関係団体の皆様、地域の皆様、そして町行政が一体となり、犯罪や非行の
ない明るい社会の実現を目指して、様々な取り組みを積み重ねてこられました。次代を担う
小中学生にも主体的に考えてほしいとの思いのもと、越前町役場の方が校⾧会を訪問され、
本コンテストへの応募依頼されたことがきっかけとなっています。

●実際に取り組んでみて良かったことは?
生徒は作文を書くことを通して、自分の言動を見直し「安全で安心な明るい社会を築く」た
めに、何が大切か、自分はどのような行動をとると良いかなど自分のこととして向き合っています。
また、学級担任は入賞作品を生徒に読み聞かせ、自分たちにできることについて学級全体で
話し合う時間を設けています。お互いに意見を交流する中で、新しい気づきや様々な視点に
触れ、学びがより深まっています。

●受賞後の校内の反響
生徒に受賞報告をしたところ、たいへん喜んでいました。
生徒の喜びの声を紹介します。（一部抜粋）

• 特別賞を受賞して、織田中学校を誇らしく思ったし、これからの学校生活にもつなげていき
たいと思いました。誰かが悩んだり、困っていたりしたら、そっと手をさしのべられるような行動
をとって、誰かの支えになりたいです。

• このような立派な賞をいただけたのは、⾧年にわたり作文コンテストに応募する中で、一人
一人が地域のために何ができるかということを考え取り組んできたからだと思います。作文と
向き合う中で、思いやりのある行動とは何か、挨拶など身近な行動が社会を明るくすること
につながることに気づき、一人一人が小さなことから取り組んできた証だと思います。

• すごくうれしいです。これまでの先輩方も同じように社会を明るく運動について真面目に考え
取り組んできたことで、受賞できたのだと思います。私はこの作文を書いたとき、課題を難し
く考えていました。でも、入賞作品の朗読を聞いたとき、身近なことから変えられることを知り
ました。ですから、まずは自分にできることから始めていこうと思います。また、他の生徒の作
文を読み、考えを深めたいです。

↓鳥居校⾧先生にお話を伺いました。



第75回“社会を明るくする運動”作文コンテスト
法務大臣賞及び特別賞表彰式

令和７年１２月２６日（金）、法務省において、第７５回“社会を明るくする
運動”作文コンテスト法務大臣賞及び特別賞表彰式を行いました。

表彰式には、丸善雄松堂株式会社の矢野正也代表取締役社⾧及び株式会社
丸善ジュンク堂書店の西川仁代表取締役社⾧にお越しいただき、両社⾧から各校
に対して表彰状と目録が贈られました。

▲特別賞関係者の集合写真

▲西川社⾧から表彰を受ける
熊谷市立熊谷西小学校の⾧谷部校⾧

▲矢野社⾧から表彰を受ける
越前町立織田中学校の鳥居校⾧

御不明点は、お近くの保護観察所までお問合せください
皆様の御参加をお待ちしております

（保護観察所一覧）



法務大臣賞受賞作品（小学生の部）





法務大臣賞受賞作品（中学生の部）
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